
― 38 ― 

厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

肝疾患診療連携拠点病院の相談員研修会事前レポートから検証する肝疾患患者への 

より良い相談支援のあり方について 

 

研究分担者 正木 尚彦 国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 

 肝炎情報センター長 

 

研究要旨 肝炎情報センターは肝疾患診療連携拠点病院の肝疾患相談セン

ター相談員向け研修会を平成22年度から開催し、参加する相談員に対して

「肝疾患診療連携拠点病院 相談員研修会事前レポート」の提出を義務づけ

ている。提出されたレポートの検証結果から、肝疾患相談センターの相談員

は、多様かつ総合的な課題に直面していること、相談員が抱える課題及び研

修会ニーズとは「支援技術」、「知識・情報」、「相談体制の充実」が主たる内

容であることが明らかになった。相談員がより良い肝疾患患者支援を行うた

めには、より実践的かつ具体的な支援技術及び知識を習得できる教育システ

ムの構築とともに、円滑な相談員業務を遂行するための環境整備がきわめて

重要である。 

研究協力者 

北山裕子 国立国際医療研究センター 

肝炎・免疫研究センター 上級研究員 

 

Ａ．研究目的 

肝疾患患者や家族は様々な悩みを抱えな

がら日常生活を送っている。昨今ようやく国

の肝炎対策は、治療に特化した項目だけでは

ない総合的対策へと大きく転換してきてい

るが、患者や家族に対する相談支援や相談支

援を行う専門的人材の育成・確保等に関する

本格的研究は始まったばかりである。 

肝炎情報センターは、相談員が患者や家族

からの相談に柔軟かつ適切に対応すること

ができるよう平成22年度から相談員向け研

修会を実施し、参加する相談員に対して相談

業務の実態を把握するために各種アンケー

ト調査やレポート調査等を実施してきた。ま

た、肝疾患診療連携拠点病院に対し現状調査

を行い、肝疾患相談センターに係る情報を収

集し、相談員の現状等を中心に検討を行って

きた。これまでの集計結果の分析から、1）

肝疾患相談センターに寄せられる相談項目

は非常に多岐にわたっており高度な専門性

が求められること、2）「肝炎相談」の枠組み

を超えた内容の相談が散見され、支援を行う

上での障壁になっていること等が明らかに

なった。しかしながら、3）現場の相談員は

多様かつ総合的な相談内容への対応に難し

さを抱えることも少なくなく、相談者が必要

とする支援の提供が容易ではないケースも

見られること、4）相談員が現場において必

要とされる知識・情報収集、相談支援の技術

を独力で得ることの困難さ等が示された。 

本研究の目的は、「相談業務を行う側」即

ち、「肝疾患相談センターの相談員」が直面

する相談支援を行う上での課題と、相談員が

研修会に求める項目（ニーズ）を、受講生が
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提出した「相談員研修会事前レポート」（以

下、「事前レポート」という）の内容分析を

通して明確にすることである。 

 

Ｂ．研究方法 

 肝炎情報センターが主催した平成23年度

及び平成24年度の「肝疾患診療連携拠点病院 

肝疾患相談センター 相談員向け研修会」の

受講生98人が作成した事前レポートを解析

対象とした。事前レポートでは、所属施設名、

氏名、年齢、性別、職種、経験年数（キャリ

ア）、相談員業務が専任か兼任かという外的

状況とともに、相談員として現在直面してい

る課題や壁、研修会に求めていること（ニー

ズ）等の内的状況についての自由記述を依頼

した。 

 本研究では、事前レポートの分類、検証か

ら肝疾患相談センターの相談員が抱える課

題と研修会ニーズを把握するとともに、平成

23年度及び平成24年度の「肝疾患診療連携

拠点病院 肝疾患相談センター相談員研修

会に関するアンケート調査」（以下、「アンケ

ート調査」という）から受講生による研修会

への評価に関する検証も併せて行った。 

具体的手法として、1）事前レポートの自

由記述を読み込み、相談員が抱えている「課

題」と「研修会ニーズ」の内容を抽出し、得

られた内容をデータごとに１枚のカードに

要約して記載し、そのカードをグループごと

にまとめる手法を用いて小項目への類型化、

さらに大項目への分類を行い、「課題」と「研

修会ニーズ」の内容を明確化した。2）無記

名アンケート調査における「研修会受講への

満足度」の項目を取り上げ、結果を検証した。 

（倫理面への配慮） 

本研究では、施設名及び個人が特定されな

いように個人情報保護の徹底に努めた。 

Ｃ．研究結果 

1）平成23年度及び平成24年度の拠点病院の

相談員向け研修会の受講生数と職種を図1に

示した。 

 

図1．研修会受講生の属性（職種） 

 

2）相談員が現在直面している課題や壁： 

事前レポートの「相談員として現在直面し

ている課題や壁につきあたっていること」と

いう設問に対し、相談員1名あたり平均5つの

課題を抱えていた。「課題」に関する内容の

該当延べ数は494であり、46の小項目に類型

化された（図2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2．課題の類型化（46の小項目） 

 

46の小項目をさらに細かく分析した結果、

13項目の大項目に分類され、上位3項目は、

「支援技術」、「相談体制の充実」、「知識・情

報」であった（図3）。 
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図3．課題の分類（13の大項目） 

 

3）相談研修会に求めていること（ニーズ）： 

事前レポートの「相談研修会に求めている

こと（ニーズ）」という設問に対し、相談員1

名あたり平均4.6個のニーズを抱えていた。

「相談員の研修会へのニーズ」に関する内容

の該当延べ数は454であり、32の小項目に類

型化された（図4）。 

 

図4．研修会ニーズの類型化（32の小項目） 

 

32の小項目をさらに細かく分析した結果、

12項目の大項目に分類され、上位3項目は、

「知識・情報」、「支援技術等」、「拠点病院関

連」であった（図5）。 

 

図5．研修会ニーズの分類（12の大項目） 

 

4）研修会受講の満足度： 

平成23年度では「研修会の目的は十分に達

成された」39％、「だいたい達成された」57％

であった。平成24年度では「研修会の目的は

十分に達成された」34％、「だいたい達成さ

れた」62％であった（図6）。 

 

図6．アンケート調査の結果 

 

Ｄ．考察 

 肝疾患相談センターの相談員は、多様かつ

総合的な課題に直面していること、相談員が

対応する相談内容は医療の問題にとどまら

ず相談者の生活を含めた複合的内容である

こと、さらに、相談支援を行う上で高度な専

門性が必要とされる実態が改めて確認され

た。すなわち、相談員が抱える課題として「支

援技術」、「相談体制の充実」、「知識・情報」
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に関する3項目で約半数を占め、「広報・啓

発・研修等」と続くこと、研修会ニーズに関

しては、「知識・情報」、「支援技術等」に関

する2項目で全体の約6割を占めることが明

らかとなった。 

「アンケート調査」から、肝炎情報センタ

ーが平成22年度から開催している相談員向

け研修会は一定の満足度と評価を得ている

ことは確認されたものの、少数ながら「あま

り達成できなかった」と答える受講生もいた。

今後、受講生の求める個別的、具体的なニー

ズにも十分配慮しつつ、人材育成を行うこと

の重要性が示唆された。 

 

Ｅ．結論 

肝疾患相談センター相談員がより良い肝

疾患患者支援を行うためには、支援に関する

知識や技術を習得するための継続的な教育

システムの構築とともに、円滑な相談員業務

を遂行するための環境整備がきわめて重要

である。 

 

Ｆ．研究発表 

なし。 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

なし。 


